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▶︎ゲスト　劇団やませ代表 佐々木登美子さん

　　　　　　　　感染対策をしっかりとって、
　　　　　　　今後も例会を続けていきたい
　　　　　　　と思いますので、どうぞよろ
　　　　　　　しくお願いいたします。
　　　　　　　　10月16日、17日に地区大会
が開催されました。このコロナ禍での開催と
いうこともありましてZOOMでの参加が多
く、当クラブからは築舘ノミニーと小林さん
が現地で参加、わたしを含め他の参加者は
ZOOM参加になりました。
　地区大会の記念品が届いております。成田
ガバナーと島村吉三久パストガバナーの顔が
入ったものが記念品です。いろいろと表彰が
あり、現地に行かれた方は現地で表彰を受け
られ、それ以外の方は代理でわたしからお渡
ししたいと思います。
　きょうはいろいろありますので会長要件は
来週にしたいと思います。これから例会を楽
しくやっていきましょう。

地区大会各種表彰
◦奉仕活動優秀クラブ
◦奉仕活動優秀ロータリアン（ガバナー補佐
　推薦)：奈良全洋さん

◦奉仕活動優秀ロータリアン（クラブ推薦)
　：広瀬知明さん
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◦ガバナー特別表彰（在籍50年以上ロータリ
　アン)：前原義一さん

◦長寿ロータリアン（80歳)：村井　達さん

◦新ポールハリスフェロー優秀ロータリアン
　：赤澤栄治さん、橋本八右衛門さん
◦新米山功労者：岡崎孝文さん、小井田和哉
　さん
◦地区大会にて表彰：新メジャードナー
　築舘智大さん
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　₂か月ぶり
　　　　　　　　　　　　　　の開催で、理
　　　　　　　　　　　　　　事会でいろい
　　　　　　　　　　　　　　ろとご検討さ
　　　　　　　　　　　　　　せていただい
　　　　　　　　　　　　　　たところ、感
　　　　　　　　　　　　　　染対策を少し
強めて開催することに決まりました。今日の
理事会で今後のプログラム等を検討したうえ
で、引き続き感染対策を取りながら開催して

参りたいと思います。各クラブごとにいろい
ろ考え方は様々で、積極的にやっているとこ
ろもあれば、いまだに開催せずにオンライン
や休会の形をとっているクラブもあります
が、本クラブの在り方に対しては本日の理事
会で検討して参りたいと思います。

親睦会場委員会　　　廣岡徹也親睦会場委員
○ニコニコボックスの報告
◦誕生祝　廣田　茂・橋本八右衛門
　　　　　赤澤栄治・道尻誠助
　　　　　深澤　隆さん
◦奥様誕生祝　渡辺　孝さん
◦結婚記念日　広瀬知明・峯　正一
　　　　　　　鴨澤　諭・中村稔彦さん
小井田和哉・石橋信雄　　�
　　　　　　　　　　　　　皆さん、お久し
佐々木泰宏・川村幸雄　　�
　　　　　　　　　　　　　ぶりです。
夏川戸　斉・山田慶次さん�
奈良全洋・妻神和憲　　�
　　　　　　　　　　　�ニコニコデー
熊谷清一・廣岡徹也さん�

＊築舘智大さん
　先日10月16日、17日に五所川原の地区大会
に参加して参りました。時系列でいいますと、
土曜日の午後、各種委員会が立ち上がりまし
た。登録委員会、信任状委員会、決議委員会
が開催され、その委員会でもまれたものを会
長・幹事会で承認を受ける。そこで承認を受
けたものを地区大会で承認するという形で10
月16日は前半終了。午後にはＲＩ会長代理の
ご講話をいただきました。この方はお坊さん
なので、今のロータリーの話はあまりなく、
仏教の教えの話が多かったですが、なかなか
興味深く聞きました。
　日曜日は開会セレモニーから始まり、いつ
も地区大会では来賓紹介、ゲスト紹介が20分
くらいありました。地区活動報告、各委員会、
会員増強、公共イメージ、社会奉仕、職業奉
仕、国際奉仕、ロータリー財団委員会、青少

幹 事 報 告　 深澤　　隆 幹事

委　員　会　報　告

地　区　大　会　報　告
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年交換委員会、インターアクト、ローターア
クト、ＲＹＬＡ、米山の各委員会の地区委員
長がこれからの方針を述べました。
　次に表彰式。先ほど出席されなかった方が
クラブ会長から表彰を受けたと思いますが、
その中でも地区表彰で奉仕活動優秀クラブと
して青森クラブと八戸クラブが表彰されまし
た。八戸ロータリークラブの表彰はわたしの
推薦、ガバナー補佐推薦でした。
　前年度源新ガバナー年度のガバナー補佐で
したので、そのときに八戸クラブがハイブ

リッド方式を一生懸命にやっているので、コ
ロナ禍の中で特筆すべきことということで、
他のクラブはどこもほぼほぼやっていません
でしたので、これを範にして皆さんやっても
らいたいということで、推薦しました。奉仕
活動優秀ロータリアンの奈良全洋さんもわた
しが推薦しました。本当に一生懸命やってい
ただいているので、この人以外にはいないだ
ろうということで、青森の木村さんと八戸の
奈良全洋さんが奉仕活動優秀ロータリアンで表
彰されました。表彰もすごく長いものでした。

「八 戸 小 唄 に つ い て」

劇団やませ代表　佐々木　登美子さん

　　　　　　　　先ほどご紹介ありましたよ
　　　　　　　うに、わたくしは小学校の読
　　　　　　　み聞かせボランティアに参加
　　　　　　　しております。わたしは今、
　　　　　　　小中野に住んでおりまして、
小中野小学校のすぐ近くでございます。校庭
での子どもたちの喧騒が聞こえるくらい近く
です。小中野小学校の運動会は春₅月に開催
されます。これは小学校独自の運動会ではな
く、地区の運動会、昔でいう町内の運動会と
いうものと合同開催がされております。です
から子どもたち独自の競技があり、赤白に分
かれて点数を競っていますけれども、その
間、間に町内の競技があり、また子どもたち
と町内の大人たちが一緒に参加する競技があ
り、というふうにいろいろバラエティに富ん
でいるわけです。その中に毎年必ず入ってい
るプログラムがあります。それが八戸小唄で
す。
　八戸小唄は小学校１年生から₆年生まで全
員参加です。もちろんその日参加している町
内の大人たち、父兄の方たちもどうぞご一緒
にということで大きな輪になりまして、八戸
小唄を踊ります。１年生からですから₄月に
入学した１年生も₅月にはもうみんなの踊り
の輪の中に入るわけです。運動会の練習と一
緒に八戸小唄の練習もいたします。高学年は

やっぱり上手です、毎年必ず踊りますので。
　₈月末に八戸小唄祭りが開催されています。
ちょうど昔から行われている新町の夜店と同
じ日程で、タイアップで実施されているわけ
ですが、その八戸小唄祭りの流し踊りに高学
年の生徒たちが参加します。卒業した中学生
たちも任意ですが何十人かその日に一緒に集
まって踊りの列の中に加わってくれます。こ
こ₂年は八戸小唄祭りも新町夜店も開催され
ていないのですが、子どもたちの八戸小唄の
練習は、去年はなかったのですが、今年は練
習がされ、１年生から₆年生まで生徒たちだ
けで踊っておりました。
　そんなふうに八戸小唄にずっと₆年間親し
んでいます。小学校の学習目標の中に郷土を
知ろう、故郷を知ろうという目標がございま
すので、先生方はこうして八戸小唄に馴染ん
でいるのであれば、八戸小唄をよく知ろう
じゃないかということで、八戸小唄について
お話ししてくれませんかということで声をか
けていただきました。わたしは八戸小唄の専
門家ではありませんし、踊りもあまり上手で
はありません。生徒たちと一緒に練習させて
いただいて、そこで八戸小唄を覚えたくらい
です。唄といったら全くダメです。
　また毎週のように読み聞かせのために小中
野小学校にはお邪魔しておりますので、お話



のついでに、読み聞かせの延長ということで
お話ししようかなということで、ほいほいと
引き受けたわけです。去年ができなかったの
で、今年も運動会の前に、１年₂年生では
ちょっと難しいので、₃年生ならできるので
はないかということで₃年生の子どもたちへ
のレクチャーということです。去年できな
かった分、今年は₃年生、₄年生の₂学年合
同でお話をして参りました。
　八戸小唄はいつ、誰が作ったの？八戸小唄
ができたのは昭和₆年なんです。昭和₆年っ
ていいましても、子どもたちにとっては全然
想像ができない年なんです。昭和という時代
がまったく過去のものです。1931年だよ。さ
あ、何年前でしょう？子どもたちは計算が早
いです。90年前。そうです。八戸小唄ができ
て90年なんです。これは正真正銘の卒寿です。
改めて子どもたちとお話ししてそのことに気
がつきました。そうだ、今年は八戸小唄がで
きて90年なんだな。
　どうして八戸小唄ってできたの？それはね、
その₂年前の昭和₄年に八戸市が生まれたか
らだよ。八戸市が生まれたといっても、ここ
からポコッと生まれたわけではございません。
八戸町、小中野町、湊町そして鮫村が一緒に
なって「大八戸」が建設されたわけでござい
ます。市に昇格するタイミングとしては青森
は弘前よりもずっと遅く、そういうところが
この土地の皆さんの気質ともいえるのではな
いでしょうか。合同で大八戸市を建設しよう
というお話は何度も何度も持ち上がりながら、
なかなか実現には至りませんでした。
　大正15年にちょうど郡役所が廃止になるタ
イミングで、その郡役所を去る郡長がこうい
うタイミングでもあるし、八戸市なんとかな
らないかなということでご尽力なさり、それ
を機にじゃあ何とか大八戸建設のために皆で
勉強しようということで、あちこち視察に
行ったりしました。それでも₃年₃か月の時
間を要してやっと昭和₄年₅月１日をもって
八戸市が建設されたわけでございます。
　その時の初代市長は近藤喜衛さんという方
です。本当は皆さんこぞって北村益さんに市

長になって欲しいということで切望したので
すが、北村さんはおれは引退した身だからと
いうことで固く辞退なさったわけです。その
北村さんのご推薦もあって近藤喜衛さんが初
代市長になられました。今ではちょっと考え
られないような、いろいろな事情がございま
した。大人の事情、政界の事情といいますか。
市長が決まるまでも半年近く時間がかかった
のですが、市長になって半年で失脚させられ
た。では次の市長はということでまたすった
もんだやって、₂代目市長になったのが神田
重雄さんです。昭和₆年は神田重雄さんの市
長時代です。
　子どもたちには作詞〇〇、作曲〇〇という
印刷物が渡してありますので、作詞は法師浜
桜白さん、作曲は後藤桃水さん。本当にこれ
を作りなさいといって、作ることを始めたの
は神田重雄さんという当時の市長さんです。
みんなグレットタワーのところへ行って、下
に着物を着たおじさんがステッキをついて
立っているのを見たことがあるでしょう。あ
れが₂代目市長の神田重雄さんですよ。そう
いいますと、小中野の子どもたちはあそこま
で遠足に行きますから、うんうんうん。そう
いう意味でも自分たちの体に身について、地
域に身についたそういう歴史を学ぶことがで
きるのではと思ったわけです。
　そういうわけで90年経ったこの八戸小唄。
本当であれば先ほど言いましたように八戸小
唄祭りがありますし、三社大祭がありますし、
各地の盆踊りがあり、そういうところで八戸
小唄は何度も唄われるでしょうし、そういう
話題にもなるでしょうが、ここ₂年は全然そ
ういうことがございませんでした。話題にな
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らずに卒寿を迎える。それであれば、ここで
一つお話をして、90年になるんだということ
を皆さんにご紹介したいということで、きょ
う八戸小唄の話題を取り上げたわけです。
　八戸小唄ができたきっかけは昭和₆年₂月
₃日に、皆さんご存じの、今はなき鮫の石田
家で行われた八戸を語る座談会という席でし
た。これは東京日日新聞社という地元にも支
局のある新聞社の主催で行われました。芸者
さんを₂人加わってもだいたい10名くらいの
人数で、市の市議会議員が₂、₃人と地元企
業の代表の方が集まっていろいろお話をした
中で、芸者さんも加わっているものですから、
まあ八戸をどんどん売り出していかなければ
ならない、八戸にもしお客さんが来たときに
紹介するような唄はあるかね。
　芸者さん方はいろいろ紹介する唄はいろい
ろあるけれど、はっきりとこれが八戸のとい
うのはなかなかないですね。それにちょっと
品の良くない部分もありますし。なんといっ
てもこの機会になにかいい唄を作るなり、な
んなりしてくれたらいいんじゃないですか？
というような話がそこでありまして、神田市
長さんもそれはいいアイディアだということ
が座談会の中であったわけです。
　そこに出席していた法師浜桜白さん、その
ときはまだ桜白ではなく直吉でした。記者さ
んで市役所のいろいろな取材のためにも市長
さんのもとを時々訪れるわけです。₈月頃に
なって、市長さんこの間の座談会で話した
あの話はどうなりましたか？いかがでしょ
うねと水を向けましたら、市長さんがやろう
じゃないか、お前が詩を書け。というふうに
振られたわけです。法師浜直吉さんは20代後
半で俳句の宗匠になられたくらい、俳句を
よくやられる方ですし、詩や俳句をお書き
になる方ですから適任といえば適任だったと
思います。法師浜さんは市長に言われました
ので作詞をしました。1、₂か月かかったと
いうことです。
　それと同時に作曲を依頼しました。後藤桃
水さんという方は仙台の方でございます。こ
の方もたいへんな方でございまして、調べま

したら“日本の民謡の父”といわれる。本当
は尺八奏者の方なんです。エピソードとして
は尺八を片手に編み笠を被って虚無僧になっ
て各地で民謡を取材して歩いたというふうな、
嘘か誠かわかりませんが、そういうエピソー
ドが残っている方です。いわゆる各地に残っ
ていた労働唄であった地元の民謡をきちんと
した唄として表舞台に出した方と言われてい
ます。
　その方に作曲を依頼してドッキングして、
できましたと持ってきたのが昭和₆年11月頃
です。やはり石田家さんに行きました。今み
たいにちゃんと譜面に起こしてはございませ
ん。桃水さんがお持ちになったのは尺八の譜
面でした。尺八で吹いてみた。次に手拍子で
唄いながら芸者さんたち、鮫と小中野の見番
の芸者さんたちを集めて、そこで唄をレク
チャーするわけです。芸者さんたちはそれに
合わせて自分たちで三味線を弾いて演奏を練
習する。さらにそのとき一緒に踊りの振り付
けの方も連れてきていたので、振り付けはこ
うだよと教えながら、芸者さんたちもそれを
聞きながら、さらに自分たちの踊りをいいよ
うに変えながらということで、八戸小唄をそ
こで作り上げたわけです。
　その頃の八戸小唄の唄は、今申し上げた通
り、お客様が来たときに芸者さんたちが舞台
で踊って見せるための踊りですから、今の流
し踊りのように前に進まないわけです。舞台
での踊りだったわけです。そう考えますと、
わたしも子どもの頃、地域の盆踊りで八幡馬
などを踊るのですが、八戸小唄になるとなか
なか進まない。ただし、わたしたちが踊って
いた八戸小唄もその時に教えられた踊りとは
たぶん違っていたと思います。お聞きします
と各地域で八戸小唄の踊りは少しずつ違って
いたようです。後にこれを正調八戸小唄とし
て保存しようということで、しっかりと踊り
が決められた。また流し踊り用に私たちが今
踊っている八戸小唄の踊りが、踊りの先生た
ちの間で決められたわけです。
　たぶん議員さんに対してだと思いますが、
でき上ったよといってお披露目をしたのが昭
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和₆年暮れ12月頃だった。ですからぎりぎり
昭和₆年がスタートの年ということになるわ
けです。一般の方にお披露目されたのが翌年
春の観桜会で、お花見で披露されました。確
かその後、仙台のNHKからラジオ放送に
なったと思います。レコードに吹き込んだの
はさらにその翌年の昭和₈年。いい唄だとい
うことで広まっているので、いろんなところ
からうちでレコーディングしてくれという引
きがあったそうです。その中から歌手を決め
るのも大変なので、芸者さんの中からピック
アップしてこの人とこの人という形での吹込
みが最初だったというふうに聞いています。
今わたしたちはイメージとしては三橋美智也
さんの八戸小唄がイメージとしてあります。
そういうふうにレコードは今までに何度も何
度も吹込みされています。
　八戸小唄の歌詞を紹介すると、途中の間奏
の部分が鶴さん亀さん、鶴さん亀さんと皆さ
ん唄いますが、最初の唄の中には鶴さん亀さ
んはございません。たぶん三味線でやります
とツルテンツルテン、チリシャンチリシャン
がなまったものではないかなと想像できます。
が、実はこの「鶴さん亀さん」問題というの
があります。昭和29年頃だそうですが、八戸
小唄の曲はそのままで全然違う歌詞で「鶴さ
ん亀さん」という唄が発売されたそうです。
これはけしからんということでクレームをつ
け、結局それ以降はこの曲を紹介するときに
は、これは「八戸小唄の替え歌でございま
す」という断りを入れるということで決着が
ついたようです。
　でもそのせいなのかどうか、昔からわたし
たちも子どもの頃からそうですが、間奏は鶴
さん亀さんというふうになっていたわけです。
でもそれを聞いたら、何となく鶴さん亀さん
といいにくくなりました。これは子どもたち
の前では鶴さん亀さんはやりません。これは
間奏の場合はきちんと間奏だけを聞いて踊る
ようにと指導しています。
　そんなふうにして紆余曲折があって、作詞
は法師浜桜白さん、作曲は後藤桃水さんとい
うことで製作されたこの曲ですが、実は一番

スタートの頃に作詞 法師浜桜白さんという
ふうにはなっておりませんでした。法師浜さ
んは自分は一記者であり、依頼されて作った
けれども表に出るべき立場ではないから作者
神田重雄さん、北村益さんなど有名な方の名
前を入れて、これを共同制作というふうにし
たらどうかという提案もしたりして、しばら
くはどなたの作詞なのかを明確に表には出し
ていなかったようです。
　そういう関係でいろんなところで作詞は俺
だとか、作詞は○○と違う情報がいろいろ行
き交っていて、このままではいけないという
こともあり、途中で昭和35年にきちんと明ら
かにした。これはJASRACに登録したり、あ
るいは文部省に八戸小唄として認定してもら
うために、ちゃんと作詞だれだれと認定して
もらうために文部省の審査を受けて、それで
初めて昭和35年に作者は〇〇ですということ
を明らかにしたわけです。今はこれらはみな
八戸市に寄贈されております。42年にこの曲
は八戸市に寄贈されました。曲の方は2020年
で著作権が切れておりますが、作詞のほうは
作者の方がお亡くなりになってから50年が規
定なので、2029年まではまだ歌詞の著作権は
切れていないようです。
　完成して90年となった八戸小唄、今いろん
な方が編曲したり、バージョンを変えて歌っ
たりもしています。いい曲だと思います。ま
たみんなで踊って、これからもどんどん盛り
上げていく。元々が八戸を紹介するために、
子どもたちは八戸のＣＭソングだよというふう
に紹介しましたけれども、これを基にこれから
先の八戸市を盛り上げていきたいと思います。

― ₆ ―


